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第2の人生の舞台提供
「学ぶ」とは何だろう。もち

ろん、社会人としての基礎学力

を身につける学生の学び、仕事

上の問題解決やスキルアップは

その一側面だ。知的好奇心に応

じて教養を身につけるのも立派

な「学ぴ」。しかし究極の「学

び」とは、自らの「生き方」を

考えることなのではないか。

立教大学が2008年4月に開校

した「立教セカソドステージ大

学」 は、 50歳以上のシニア層に
絞った学びの場として注目を集

めている。 「大学」という名称

だが、正規の大学ではない。大

学の生涯学習講座という位置づ

けだ。しかし、同校では1年間

の修業年限にゼミナールや必修

科目を含む18単位以上を修得し

て「修了」する本格的なカリキ

ュラムが組まれている。志望理

由書等のエッセー、面接による

選考を経て、初年度は170人の

出願者から96人を選抜した。

同大学副総長の笠原清志教授

は「特に男性に顕著ですが、リ

タイア後に自分の居場所がなく

なってしまいがち。この学びの

場で利害関係を離れた同年代の

ネットワークを作ることで、自

分の役割を見つけ、生き生きと

した活動を再開できるのです」

と話す。

立花隆教授による講座「現代

史の中の自分史」。自分史を書

くことによって、これまでと、

これからの人生を考えるという

ものだが、すでに40人弱が約数
万字の自分史を書き上げた。

「日本の企業は社会的賣任と

して、退職後のケア、高齢化社

会への対応を考えるべきです。

われわれもUSR (Universi 

ty Social Responsibility) 

の一現としてこのセカンドステ

ージ大学の運営をとらえていま

す」と笠原教授。大学を舞台と

して、 「学び」とその後の「活

動」で、人生のセカソドステー

ジを彩っていくこと。それが社

会全体の活力にもつながってい

くことは間違いない。


